
「つなぐ価値」の創造に向けた経営基盤の強化について【概要】 

１．民営化の目的とその達成状況 

民営化の目的に対するその成果 

ⅰ）道路関係四公団合計で約４０兆円に上る有利子負債を確実に返済 

○民営化後８年半（H17.10～H26.3）の間に、ＮＥＸＣＯ東日本では３．８兆円の賃借料を機構へ支払い  

○機構では、ＮＥＸＣＯ３社が管理する有料道路の有利子負債を確実に返済  

 ⇒H17 年度期首で２７.３兆円⇒H26 年度期首で２１．3 兆円  

ⅱ）有料道路として整備すべき区間の早期かつ極力少ない国民負担による整備 

○民営化後８年半の間に、３２区間・３８９km を新規開通、このうち２５区間・３０７km は、機構との協定に

定める工期を平均して５ケ月短縮、全体で約２０％のコスト縮減を実現 

ⅲ）民間のノウハウ発揮により、多様で弾力的な料金設定、サービスエリアを始めとする道路

資産や関連情報を活用した多様なサービスを提供 

○深夜割引などの時間帯割引、大口・多頻度割引やマイレージサービス等を実施。また、経営判断により

企画割引などの独自割引を実施  

＜ＥＴＣ割引＞                  ＜企画割引＞・・・H26 年 10 月末までに 83 件を実施 

             

 

 

 

 

 

○サービスエリア・パーキングエリア事業、海外・カード・ホテル事業などの関連事業を展開 

 

    

 

 

     『鬼平江戸処』 羽生ＰＡ㊤（テーマ型）    市原ＳＡ㊦（ﾄﾞﾗﾏﾁｯｸｴﾘｱ） 

 東日本大震災への対応  

○発災から約 20 時間後の平成 23 年 3 月 12 日 11時に、東北道、常磐道、磐越道などの仮復旧を完了し、

緊急輸送路として円滑な被災地への物資の輸送等に貢献。震災から 13 日後の 3 月 24 日 6 時に、  

ほぼ全線の通行止めが解除 

  

例：“自然と調和したナチュラルモダン”  

Ｐａｓａｒ三芳（関越道）  

○東北復興支援キャンペーン  

 ①商品名：東北観光フリーパス 

 ②対象期間：H26.5.23～7.14 

 ③ご利用料金 :7,000 円（普通車、東北周遊ﾌﾟﾗﾝ 2 日

間の例）  

 ④特典：宿泊、観光施設の優待、割引 

・深夜割引 

・平日朝夕割引 

・休日割引 

・ﾏｲﾚｰｼﾞｻｰﾋﾞｽ、

大口多頻度割引

◆「あるから利用する施設」から

「利用したくなる施設」への転換

のため【Ｐａｓａｒ】ブランドを創出 

◆おもてなしの空間をＰＡ全体で創造した

「テーマ型エリア」及び地域にふさわしい

旅のドラマを演出するものとして「ドラマ

チックエリア」を整備 

（負債の減少には、高速道路利便増進事業に伴う国への

債務承継に係る減少額を含む） 



２．経営基盤の強化に向けた自主性の発揮と持続的変革 

 （１）民間企業としての取組み 

○グループ経営による業務執行の最適化 

「お客さまとの接点」である維持管理業務などの本来業務を内部化（100%出資子会社化）  

また、当社とグループ会社が一体となり、「お客さま第一」の目線で業務を実施 

◆連結利益の共有  

⇒グループ全体で連結利益を共有し、目標設定・実行・評価のＰＤＣＡサイクルを継続。子会社利益

は、子会社経営に必要な内部留保を除き、配当により当社（ひいては高速道路事業）に還元  

◆グループ協働体制の構築  

⇒各現場単位で、本体と全てのグループ子会社が一体となって PDCA サイクルを実践。お客さまサ

ービスの向上と業務効率化の両立をグループ全体で追求 

○民営化以降も更なる管理費の縮減を実施  

⇒平成15年3月の「民営化に際し直ちに取り組むべき事項」を踏まえ、民営化に際し、管理コストの概ね

３割縮減を実施 

⇒更に、民営化以降においても、新技術による作業の効率化、発注規模の大型化による発注経費の削

減、雪氷作業体制の見直し、一般管理費の縮減など管理費縮減の取り組みを継続  

⇒人件費についても平成 25 年度には民営化時（平成 17 年度）と比較して 10％以上を縮減 

 （２）今後の取り組むべき当面の課題と方向性 

○安全・安心への取り組み               

①笹子トンネル事故を受け一斉点検の実施 

②構造物の安全性向上 

③大規模更新等の必要性について長期保全等技術 

検討委員会で検討し、結果を公表 

⇒Smart Maintenance Highway （ＳＭＨ）構想 

 

 

３．更なる経営基盤の強化に向けて 

＜中期経営計画（平成 26～28 年度）の基本方針＞ 

１．技術革新により道路の高度化を進め、より安全・安心、快適・便利な高速道路を最小のコストで実現する 

２．企業活動を通じて地域社会への貢献を目指すとともに環境保全への取り組みを進める 

３．グローバルな視点を持ち、新たな分野に事業を拡大することで、経営基盤の強化を図る  

４．目指すべきグループ像を実現するための企業文化を構築する 

○高速道路の機能強化への取り組み 
①東北復興に向けた常磐自動車道の整備促進  

②首都圏高速道路（圏央道、外環道）の整備推進  

③地域社会の発展に向けたミッシングリンクの解消  

④快適な走行に向けた機能強化（４車線化事業等）  

⑤災害に強く安全安心で、維持管理しやすい道路構造

を構築  

○地方部における休憩施設サービスの向上等 

⇒地方部休憩施設のリニューアル 

⇒「地域のショーウィンドウ化」の推進 

○ガソリンスタンド網の維持 

⇒東日本エリアの高速道路と休憩施設を一体として

管理する唯一の企業として、ＧＳ網の基本的なサー

ビス水準を確保 

○効率化・省力化 

⇒タスク・ダイエット活動（「実施型」の業務改善活動）

による改善事例は 4,300 件以上 

⇒道路事業に係るグループ全体の社員数の約１割削

減を目指す 

長期的な道路イ
ンフラの安全・安
心、維持管理・更
新の効率化や高
度化に向け、技
術者とＩＣＴが融
合した総合的な
メンテナンス体制
を構築  


